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民
主
主
義
は
政
治
学
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
従
来
、「
民
主
主
義
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
国
を
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
民
主
主
義
国
家
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
民
主
化
の
研
究
に
主
眼
が
置
か
れ
た
。
し
か
し
、
ロ
バ
ー

ト
・
ダ
ー
ル
（D
ahl 1971

）
が
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
論
で
挙
げ
た
、
①
多
様
な
情
報
源
、
②
表
現
の
自
由
、
③
投
票
の
自
由
、
④
自
由
か

つ
公
正
な
選
挙
、
⑤
政
治
指
導
者
が
民
衆
の
支
持
を
求
め
て
競
争
す
る
権
利
、
⑥
公
職
へ
の
被
選
挙
権
、
⑦
組
織
を
形
成
・
参
加
す

る
自
由
、
⑧
政
府
の
政
策
を
投
票
あ
る
い
は
そ
の
他
の
要
求
の
表
現
に
基
づ
か
せ
る
諸
制
度）1
（

、
と
い
う
諸
条
件
を
満
た
す
国
に
お
い

て
す
ら
、
民
主
主
義
が
必
ず
し
も
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
従
来
の
民
主
化
の
研
究
は
、
民
主
主
義
国
家
と
そ
う
で

は
な
い
国
と
を
分
け
る
こ
と
に
は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
民
主
主
義
の
機
能
不
全）（
（

に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も

有
効
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
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こ
う
し
た
現
状
に
対
し
て
、
最
近
、
民
主
主
義
の
諸
条
件
を
整
え
た
国
に
お
け
る
民
主
主
義
に
対
す
る
危
機
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
か
つ
て
共
産
主
義
や
権
威
主
義
体
制
を
批
判
し
て
自
由
民
主
主
義
が
最
良
の
制
度
で
あ
る
と
論
じ
た
フ
ラ

ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
（Fukuyam

a 199（

）
（
（

）
は
、
そ
の
後
の
ア
ラ
ブ
の
春
の
失
敗
や
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
の
民
主
化
が
進
ま
な
い
こ

と
を
受
け
て
、
米
国
で
も
既
得
権
益
を
持
つ
利
益
団
体
が
連
邦
議
会
や
裁
判
所
を
通
じ
て
国
家
の
政
策
遂
行
能
力
を
拘
束
し
て
お
り
、

国
家
機
能
が
理
想
的
な
形
で
は
機
能
し
て
い
な
い
、
と
批
判
し
て
い
る
（Fukuyam

a （014

）
4
（

）。
そ
し
て
、
脆
弱
国
家
と
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
中
央
集
権
化
し
た
行
政
府
と
官
僚
制
に
よ
る
「
行
政
能
力
に
長
け
た
政
府
」
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
フ

ク
ヤ
マ
に
よ
れ
ば
、「
民
主
主
義
（
政
府
の
説
明
責
任
）」
や
「
法
の
支
配
」
の
前
に
近
代
的
な
官
僚
制
に
よ
る
「
国
家
」
が
発
達
し

て
い
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
米
国
で
は
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
ク
ラ
イ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
存
続
し
て
お
り
、
政
党
の
集
票
組
織
を

通
し
た
市
民
動
員
が
継
続
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
党
が
政
府
へ
の
統
制
を
強
め
て
政
府
に
代
わ
っ
て
機
能
し
、
ま
た
裁
判
所
が
政

府
部
門
間
の
責
任
範
囲
を
定
め
て
政
策
決
定
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
国
に
よ
る
改
革
を
阻
み
、
制
度
改

革
の
実
行
を
困
難
に
し
、
多
く
の
政
治
制
度
が
機
能
不
全
を
起
こ
す
「
政
治
の
衰
退
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
レ
ビ
ツ
キ
ー
と
ダ
ニ
エ
ル
・
ジ
ブ
ラ
ッ
ト
（Levitsky &

 Ziblatt （018

）
は
、
民
主
主
義
は
民
主
主

義
的
な
方
法
で
終
焉
す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す）（
（

。
す
な
わ
ち
、
市
民
が
「
民
主
主
義
に
反
し
て
民
主
主
義
制
度
を
行
使
す
る
」
政
治
エ

リ
ー
ト
を
選
択
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
具
体
的
に
は
、
次
の
二
つ
の
方
法
が
使
わ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、
政

治
エ
リ
ー
ト
が
司
法
権
（
法
務
省
、
裁
判
官
、
検
察
官
）
を
掌
握
す
る
こ
と
で
違
法
行
為
を
し
た
政
治
エ
リ
ー
ト
が
守
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
次
に
、
政
治
エ
リ
ー
ト
が
メ
デ
ィ
ア
を
掌
握
す
る
こ
と
で
政
治
エ
リ
ー
ト
が
世
論
か
ら
守
ら
れ
、
世
論
の
支
持
を
受
け
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
、
政
治
エ
リ
ー
ト
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
寛
容
と
自
制
心
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
民
主
主
義
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
一
方
、
政
治
学
で
は
民
主
主
義
の
指
標
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ゲ
リ
ー
・

ラ
イ
ク
（Reich （00（

）
や
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ら
は
自
由
・
公
正
選
挙）（
（

、
ジ
ョ
ン
・
ゲ
ー
リ
ン
グ
等
（Gerring, Bond, Barndt, 
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and M
oreno （00（

）
は
多
党
制
を
主
張
す
る）7
（

。
ま
た
、
ア
ダ
ム
・
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
等
（Przew

orski 199（. 1999. （000

）
は
自

由
公
正
選
挙
や
多
党
制
、
政
権
交
代
、
与
野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
を
指
標
と
し
て
提
案
し
て
い
る）8
（

。
さ
ら
に
、
タ
ト
ゥ
・
ヴ
ァ
ン

ハ
ネ
ン
（V

anhanen 1997

）
も
与
党
と
野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
を
指
標
と
し
て
い
る）9
（

。
こ
れ
ら
の
指
標
の
内
、
自
由
公
正
選
挙

は
民
主
主
義
制
度
を
整
え
て
い
る
国
と
そ
う
で
は
な
い
国
と
を
分
け
る
こ
と
に
は
有
効
で
は
あ
る
が
、
民
主
主
義
の
制
度
を
も
っ
た

国
の
機
能
の
違
い
を
説
明
す
る
の
に
は
必
ず
し
も
有
効
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
や
ヴ
ァ
ン
ハ
ネ
ン
は
与
党
と

野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
が
近
い
ほ
ど
民
主
主
義
、
離
れ
て
い
る
ほ
ど
民
主
主
義
か
ら
遠
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
言

い
切
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
与
党
の
得
票
率
や
議
席
率
が
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
国
が
あ
る
場
合
、
国
民
の
七

割
が
そ
の
政
党
を
支
持
す
る
よ
う
な
良
い
政
策
を
実
施
し
た
結
果
で
あ
れ
ば
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

与
党
が
自
分
達
に
有
利
な
選
挙
制
度
に
変
更
し
た
り
政
府
が
野
党
の
選
挙
活
動
に
対
し
て
干
渉
す
る
こ
と
で
七
割
の
議
席
や
得
票
率

を
得
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
良
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
。

　

つ
ま
り
、
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
や
ヴ
ァ
ン
ハ
ネ
ン
が
主
張
す
る
与
野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
と
い
っ
た
外
形
的
な
指
標
で
は
、
国

民
の
た
め
の
政
治
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
国
民
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い
る
政
府
・
与
党
と
、
不
適
切
な
形
で
多
く
の
議
席
を
得
て

い
る
政
府
・
与
党
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
が
述
べ
る
政
権
交
代
は
、
果
た
し
て
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
良
い
民
主
主
義
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
建
国
以
来
、
多
く
の
選
挙
に
お
い
て
政
権
が
入
れ
替
わ
っ

て
い
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
政
治
的
混
乱
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
世
界
最
貧
国
の
一
つ
で
あ
る
な
ど
、
民
主
主
義
に
と
っ
て

理
想
的
な
国
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る）（1
（

。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
掲
げ
る
民
主
主
義
指
標
は
外
形
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
民

主
主
義
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
指
標
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
政
治
学
に
と
っ
て
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
そ
う
し
た
外
形
的

な
指
標
で
は
な
く
、
本
当
に
民
主
主
義
が
機
能
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問

題
意
識
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
民
主
主
義
を
外
形
的
な
指
標
で
計
る
の
で
は
な
く
、
民
主
主
義
が
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
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着
目
し
て
新
た
な
指
標
を
提
案
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い）（（
（

。

　

こ
こ
で
、
代
議
制
民
主
主
義
と
は
何
か
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
代
議
制
民
主
主
義
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
は
、
市
民
が
選
挙
を
通
し
て
政
策
エ
リ
ー
ト
に
民
意
を
付
託）（1
（

し
、
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
政
治
家
が
国
会
で
議
論
を
し
た
結
果
と
し

て
形
成
さ
れ
る
政
策
に
対
す
る
市
民
の
評
価
が
次
の
選
挙
に
お
け
る
政
治
家
選
出
に
つ
な
が
る
と
い
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
み
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
代
議
制
民
主
主
義
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、（
1
）
選
挙
の
候
補
者
に
よ
っ
て
有
権
者
に
対
す
る
公

約
が
提
示
さ
れ
、（
（
）
有
権
者
が
そ
の
公
約
に
基
づ
い
て
選
挙
で
投
票
行
動
を
行
な
い
、（
（
）（
大
災
害
や
戦
争
の
よ
う
な
特
殊
な

事
情
が
あ
る
場
合
は
別
と
し
て
）
有
権
者
に
選
挙
時
に
約
束
し
た
選
挙
公
約
に
基
づ
い
て
政
治
家
が
国
会
に
お
け
る
法
案
審
議
や
予
算

審
議
を
行
う
こ
と
で
選
挙
公
約
が
実
現
さ
れ
、（
4
）
選
挙
時
に
有
権
者
に
対
し
て
約
束
し
た
候
補
者
の
公
約
と
選
挙
後
の
彼
ら
の

国
会
活
動
と
の
整
合
性
に
基
づ
い
て
有
権
者
が
次
の
選
挙
で
投
票
行
動
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
代
議
制
民
主
主
義
を
構
成

す
る
機
能
と
し
て
、（
1
）
代
議
制
民
主
主
義
の
民
意
付
託
機
能
：
競
合
す
る
政
策
エ
リ
ー
ト
が
提
示
す
る
公
約
に
基
づ
い
て
市
民

が
政
策
エ
リ
ー
ト
を
選
出
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
有
権
者
が
争
点
態
度
投
票
（
イ
シ
ュ
ー
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
行

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、（
（
）
代
議
制
民
主
主
義
の
代
議
的
機
能
：
選
出
さ
れ
た
政
治
家
が
公
約
に
基
づ
い
て
国
会
で
法
案
や
予
算

案
に
投
票
し
て
政
策
形
成
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
言
い
換
え
る
と
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
が
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

（
（
）
代
議
制
民
主
主
義
の
事
後
評
価
機
能
：
市
民
が
選
択
し
た
政
治
家
が
形
成
す
る
政
策
に
対
す
る
評
価
に
基
づ
い
て
、
次
の
政

策
エ
リ
ー
ト
を
選
択
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
言
い
換
え
る
と
業
績
評
価
投
票
（
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
三
つ
の
機
能
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
選
挙
研
究
に
お
い
て
業
績
評
価
投
票
に
お
け
る
「
業
績
」
を
経
済
的

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
限
定
し
て
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
政
治
家
の
当
選
時
の
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
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二
．
デ
ー
タ

　

次
に
、
本
稿
で
用
い
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
に
、
選
挙
公
約
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
に
行
わ

れ
た
第
四
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
小
選
挙
区
に
立
候
補
し
た
候
補
者
全
員
の
選
挙
公
報
を
内
容
分
析
し
て
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た）（1
（

。

選
挙
公
約
の
内
容
分
析
は
、
予
算
項
目
と
賛
否
項
目
に
大
別
さ
れ
る
。
予
算
項
目
に
つ
い
て
は
、
イ
ア
ン
・
バ
ッ
チ
と
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ホ
フ
バ
ー
ト
（Budge &

 H
offerbert 1990

）
（1
（

）
の
研
究
と
の
国
際
比
較
を
行
う
た
め
に
、
そ
の
枠
組
み
に
基
づ
い
て
一
七
項
目

に
分
類
し
た
。
具
体
的
に
は
、（
1
）
社
会
福
祉
（
生
活
保
護
を
含
む
）、（
（
）
社
会
保
障
（
年
金
を
含
む
）、（
（
）
保
健
衛
生
、

（
4
）
教
育
・
研
究
、（
（
）
労
働
、（
（
）
防
衛
、（
7
）
外
交
・
貿
易
、（
8
）
農
林
水
産
、（
9
）
商
工
鉱
業
、（
10
）
運
輸
・
通

信
、（
11
）
地
方
自
治
、（
1（
）
住
宅
、（
1（
）
中
小
企
業
、（
14
）
国
土
開
発
、（
1（
）
防
災
、（
1（
）
一
般
行
政
、（
17
）
司
法
・
警

察
の
各
項
目
で
あ
る
。
な
お
、
選
挙
公
報
は
予
算
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
憲
法
改
正
に
積
極
的
で
あ
る
か
消
極
的
で
あ

る
か
等
、
賛
否
を
問
う
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
賛
否
項
目
と
し
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
内
容
分
析
を
行
っ
た
。

（
18
）
財
政
健
全
化
、（
19
）
憲
法
改
正
、（
（0
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、（
（1
）
原
発
再
稼
働
、（
（（
）
消
費
税
増
税
、（
（（
）
議
員
定
数
削
減
、

（
（4
）
領
土
問
題
、（
（（
）
災
害
復
興
（
国
土
保
全
を
含
む
）、（
（（
）
地
方
創
生
、（
（7
）
女
性
活
躍
、（
（8
）
観
光
政
策
、（
（9
）
道
州

制
、（
（0
）
集
団
的
自
衛
権
、（
（1
）
子
育
て
支
援
、（
（（
）
経
済
財
政
、（
（（
）
大
阪
都
構
想
、（
（4
）
政
治
と
カ
ネ
、（
（（
）
特
定
秘

密
保
護
法
、（
（（
）
安
保
法
制
、（
（7
）
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、（
（8
）
働
き
方
改
革
、（
（9
）
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
、（
40
）
多

様
化
社
会
、（
41
）
外
交
姿
勢
・
安
全
保
障
、（
4（
）
北
朝
鮮
へ
の
対
応
、（
4（
）
教
育
無
償
化
、（
44
）
景
気
・
雇
用
対
策
、（
4（
）

格
差
是
正
、（
4（
）
社
会
保
障
制
度
改
革
（
年
金
・
医
療
制
度
改
革
な
ど
）、（
47
）
共
謀
罪
法
、（
48
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

（
49
）
選
挙
制
度
改
革
、（
（0
）
第
四
次
産
業
革
命
、（
（1
）
規
制
緩
和
（
規
制
改
革
を
含
む
）、（
（（
）
情
報
公
開
、（
（（
）
地
方
分
権
、

の
各
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
、
予
算
項
目
で
あ
れ
ば
、
増
額
を
主
張
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
減
額
を
主
張
し
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て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
現
状
維
持
の
ま
ま
と
考
え
て
い
る
の
か
、
賛
否
項
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
項
目
に
つ
い
て
積
極
的
（
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
）
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
消
極
的
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
ど

ち
ら
で
も
な
い
の
か
、
に
分
類
し
た
。

　

第
二
に
、
有
権
者
の
民
意
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
時
に
投
票
行
動
研
究
会
が
行
っ
た
全
国
意
識
調
査

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅵ
第
一
波
調
査）

（1
（

）
を
用
い
た
。

　

第
三
に
、
国
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
直
後
に
召
集
さ
れ
た
第
一
九
五
回
特
別
国
会
（
二
〇
一

七
年
一
一
月
一
日
か
ら
同
年
一
二
月
九
日
ま
で
の
三
九
日
間
）
か
ら
第
二
〇
四
回
通
常
国
会
（
二
〇
二
一
年
一
月
一
八
日
か
ら
同
年
六
月
一

六
日
ま
で
の
一
五
〇
日
間
）
の
三
年
七
ヶ
月
に
わ
た
る
衆
議
院
の
す
べ
て
の
通
常
国
会
及
び
臨
時
国
会
、
特
別
国
会
に
お
い
て
法
案

の
審
議
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
各
衆
議
院
議
員
が
賛
成
し
た
の
か
反
対
し
た
の
か
棄
権
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
法
案
の
内
容
に
つ
い
て
前
述
の
選
挙
公
約
と
同
じ
項
目
に
従
っ
て
同
様
に
内
容
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
、
予

算
案
に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
八
年
度
予
算
か
ら
二
〇
二
一
年
度
予
算
ま
で
の
す
べ
て
の
一
般
会
計
予
算
及
び
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

前
述
の
選
挙
公
約
の
項
目
と
同
様
に
内
容
分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
選
挙
小
選
挙
区
で
当

選
し
た
候
補
者
一
人
一
人
に
つ
い
て
、
選
挙
時
に
約
束
し
た
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
の
乖
離
を
計
算
し
た
。

三
．
分
析
結
果

（
一
）
選
挙
公
約
の
提
示

　

こ
こ
で
、
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
小
選
挙
区
選
挙
に
お
い
て
各
候
補
者
が
有
権
者
に
ど
の
よ
う
な
選
挙
公
約
を
提
示
し

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
予
算
項
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
社
会
保
障
、
商
工
鉱
業
、
運
輸
・
通
信
、
住
宅
、
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一
般
行
政
、
司
法
・
警
察
の
六
項
目
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
候
補
者
が
現
状
維
持
を
主
張
し
て
お
り
、
候
補
者
間
の
差
違
が
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
社
会
福
祉
で
は
増
額
を
主
張
す
る
候
補
者
が
五
五
％
い
る
の
に
対
し
て
現
状
維
持）（1
（

が
四
五
％
と

二
分
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
農
林
水
産
で
は
増
額
四
〇
％
と
現
状
六
〇
％
、
国
土
開
発
で
は
増
額
三
七
％
と
現
状
六
一
％
、
防
災

で
は
増
額
三
三
％
と
現
状
六
八
％
と
候
補
者
間
に
違
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
賛
否
項
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
財
政
健
全

化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
領
土
問
題
、
国
土
保
全
、
規
制
緩
和
、
情
報
公
開
、
地
方
分
権
の
八
項
目
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
候
補
者
が
現
状
維

持
か
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
は
五
九
％
の
候
補
者
が
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
も
六
七
％
の
候

補
者
が
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
と
主
張
し
、
残
り
の
候
補
者
は
現
状
維
持
か
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
税
制
改
革
に
つ
い
て
も
四

五
％
の
候
補
者
が
積
極
的
で
あ
る
が
、
五
五
％
の
候
補
者
は
そ
う
で
は
な
い
と
分
か
れ
て
い
る
。
外
交
姿
勢
に
つ
い
て
も
四
〇
％
の

候
補
者
が
積
極
的
に
姿
勢
を
示
す
べ
き
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
六
〇
％
の
候
補
者
は
そ
う
で
は
な
い
な
ど
選
挙
公
約
の
主
張
が

二
分
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
選
挙
公
約
の
立
場
を
政
党
別
に
み
る
と
、
予
算
項
目
で
は
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
、
保
健
衛
生
、
教
育
・
研
究
、
商
工

鉱
業
、
運
輸
・
通
信
、
地
方
自
治
、
住
宅
、
一
般
行
政
、
司
法
・
警
察
の
一
〇
項
目
に
つ
い
て
は
、
与
野
党
間
に
大
き
な
差
違
が
み

ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
教
育
に
つ
い
て
は
多
く
の
政
党
が
増
額
す
べ
き
と
し
て
お
り
、
日
本
維
新
の
会
候
補
者
の
九
四
％
、
公
明
党

候
補
者
の
八
九
％
、
自
民
党
候
補
者
の
七
六
％
、
希
望
の
党
候
補
者
の
七
三
％
、
立
憲
民
主
党
候
補
者
の
七
〇
％
が
増
額
を
主
張
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
土
開
発
で
は
与
党
の
四
八
％
が
増
額
で
あ
る
が
野
党
は
一
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
与

党
候
補
者
の
四
五
％
（
野
党
は
二
六
％
）
が
農
林
水
産
増
額
、
与
党
の
四
三
％
（
野
党
は
一
一
％
）
が
防
災
増
額
、
与
党
の
三
八
％

（
野
党
は
一
〇
％
）
が
外
交
・
貿
易
増
額
、
与
党
の
三
七
％
（
野
党
は
一
九
％
）
が
中
小
企
業
増
額
、
与
党
の
三
三
％
（
野
党
は
八
％
）

が
防
衛
増
額
を
主
張
し
て
お
り
、
野
党
候
補
者
と
の
違
い
を
み
せ
て
い
る
。
一
方
、
労
働
で
は
野
党
候
補
者
の
五
四
％
が
増
額
を
主

張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
与
党
候
補
者
の
六
七
％
が
現
状
維
持
で
あ
る
。
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次
に
賛
否
項
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
財
政
健
全
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
領
土
問
題
、
災
害
復
興
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
規
制
緩
和
、
地

方
分
権
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
候
補
者
が
現
状
維
持
か
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
発
稼
働
に
つ
い
て
は
野
党
候
補
者

の
過
半
数
と
な
る
五
七
％
が
消
極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
与
党
候
補
者
で
は
二
％
し
か
い
な
い
。
ま
た
情
報
公
開
に
つ

い
て
野
党
候
補
者
の
二
六
％
が
積
極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
与
党
候
補
者
で
は
積
極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。
同
様
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
野
党
候
補
者
の
二
八
％
が
積
極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
の
に
対
し

て
与
党
候
補
者
で
は
九
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
で
も
野
党
候
補
者
の
四
六
％
が
積
極
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
与
党
候
補
者
で
は
二
三
％
し
か
い
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
与
党
候
補
者
の
七
〇
％
が
地
方
創
生
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
野
党
候
補
者

で
は
三
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
与
党
候
補
者
の
三
四
％
が
観
光
政
策
を
積
極
に
行
う
と
選
挙
公
約
で
述
べ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
野
党
候
補
者
は
一
四
％
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
与
党
候
補
者
の
五
九
％
が
外
交
姿
勢
で
よ
り
強
い
態
度
で
臨
む

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
野
党
候
補
者
で
は
二
四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
与
党
候
補
者
の
三
一
％
が
北
朝

鮮
に
対
し
て
強
い
態
度
で
臨
む
べ
き
と
し
て
い
る
が
、
野
党
候
補
者
で
は
三
％
と
与
党
の
一
〇
分
の
一
し
か
い
な
い
。

　

こ
こ
で
、
二
〇
一
七
年
の
第
四
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
を
概
括
す
る
と
、
自
民
党
が
二
八
四
議
席
、
公
明
党
が
二
九
議

席
と
与
党
で
三
一
三
議
席
を
獲
得
し
、
野
党
は
立
憲
民
主
党
が
五
五
議
席
、
希
望
の
党
が
五
〇
議
席
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
党
で

国
会
議
席
の
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
民
党
と
公
明
党
を
合
わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
と
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
を
合
わ
せ
た

グ
ル
ー
プ
の
二
グ
ル
ー
プ
間
で
選
挙
公
約
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
検
定
を
行
い
、
統
計
的
に
有
意
な
差
（
Ｆ
値
が
有
意
確

率
〇
・
〇
五
未
満
）
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
落
選
者
を
含
む
す
べ
て
の
候
補
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
自
民
党
と
公
明
党
の
候
補
者
は
立
憲
民
主
党
や
希
望
の
党
の
候
補

者
に
対
し
て
保
健
衛
生
、
防
衛
、
外
交
・
貿
易
、
農
林
水
産
、
運
輸
・
通
信
、
中
小
企
業
、
国
土
開
発
、
防
災
、
一
般
行
政
、
司
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法
・
警
察
の
各
分
野
で
予
算
の
増
額
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
は
労
働
と
地
方
自
治
の

分
野
の
予
算
増
額
に
つ
い
て
、
自
民
党
や
公
明
党
よ
り
も
統
計
的
に
有
意
に
多
く
の
主
張
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
賛
否
項
目
に
つ
い

て
も
同
様
に
Ｆ
値
の
有
意
確
率
が
〇
・
〇
五
未
満
と
な
っ
た
項
目
を
み
る
と
、
自
民
党
と
公
明
党
の
候
補
者
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
稼
働
、

災
害
復
興
、
地
方
創
生
、
観
光
政
策
、
外
交
政
策
姿
勢
・
安
全
保
障
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
、
社
会
保
障
制
度
改
革
、
第
四
次
産
業
革

命
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
の
候
補
者
は
、
働
き
方
改
革
、
多
様

化
社
会
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
規
制
緩
和
、
情
報
公
開
、
地
方
分
権
に
つ
い
て
自
民
党
や
公
明
党
よ
り
も
統
計
的
に
有
意
に
積

極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
政
党
の
中
で
も
候
補
者
に
よ
っ
て
主
張
に
濃
淡
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
落
選
者
を
含
め
た
す
べ
て
の
候
補
者
を
対
象
と
し
た
分
析
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
死
票
と
な
り
民

意
が
国
会
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
分
を
除
く
当
選
者
に
限
っ
て
分
析
す
る
と
、
予
算
項
目
で
は
全
候
補
者
の
場
合
と
比
べ
て
結
果
に
多

少
の
違
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
当
選
者
だ
け
を
み
る
と
、
自
民
党
と
公
明
党
の
候
補
者
が
立
憲
民
主
党
や
希
望

の
党
の
候
補
者
よ
り
も
統
計
的
に
有
意
に
増
額
の
主
張
を
し
て
い
る
の
は
、
予
算
項
目
で
防
衛
、
外
交
、
貿
易
、
農
林
水
産
、
運

輸
・
通
信
、
中
小
企
業
、
国
土
開
発
と
防
災
で
あ
り
、
一
方
、
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
の
候
補
者
が
増
額
を
多
く
主
張
し
て
い
る

の
は
労
働
分
野
で
あ
る
。
な
お
、
当
選
者
に
限
っ
て
賛
否
項
目
に
お
け
る
自
民
党
・
公
明
党
候
補
者
と
立
憲
民
主
党
・
希
望
の
党
候

補
者
の
間
の
相
違
は
、
全
候
補
者
を
分
析
対
象
と
し
た
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

（
二
）
民
意
付
託
機
能

①
　
選
挙
公
約
と
選
挙
結
果

　

次
に
、
民
主
主
義
の
民
意
付
託
機
能
の
検
証
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
つ
ま
り
、
政
治
家
が
提
示
す
る
公
約
に
基
づ
い
て
有
権
者

が
投
票
先
を
選
択
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
小
選
挙
区
に
お
け
る
各
候
補
者
の
得
票
率
を
従
属
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変
数
、
選
挙
公
約
や
候
補
者
の
社
会
的
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た）（1
（

。
ま
ず
、
候
補
者
全
体
で
は
前
職
・
元
職
、

与
党
、
国
土
開
発
、
子
育
て
支
援
、
社
会
保
障
制
度
改
革
が
プ
ラ
ス
の
要
因
と
し
て
働
き
、
高
い
得
票
率
と
の
間
に
有
意
な
関
連
が

み
ら
れ
る
（
表
1
）。
一
方
、
防
災
、
原
発
稼
働
、
経
済
税
制
改
革
は
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
示
す
こ
と
か
ら
、
低
い
得
票
率
と
の
関
連

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
与
党
の
候
補
者
に
限
っ
て
同
様
の
分
析
を
行
う
と
、
男
性
、
前
職
・
元
職
、
農
林
水
産
、
社
会
保
障

制
度
改
革
が
プ
ラ
ス
の
要
因
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
野
党
の
候
補
者
に
限
っ
て
み
る
と
、
前
職
・
元
職
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛

生
、
国
土
開
発
、
財
政
健
全
化
、
社
会
保
障
制
度
改
革
が
プ
ラ
ス
の
要
因
と
な
る
一
方
、
防
災
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
経
済
税
制
改
革
は
マ
イ

ナ
ス
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
小
選
挙
区
の
得
票
率
を
従
属
変
数
、
選
挙
公
約
と
候
補
者
の
社
会
的
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
数
量
化
理
論
Ⅰ
類）（1
（

を
行

っ
た
。
ま
ず
、
ア
イ
テ
ム
レ
ン
ジ
、
つ
ま
り
小
選
挙
区
に
お
け
る
得
票
率
に
対
す
る
影
響
力
の
大
き
い
順
番
に
独
立
変
数
を
挙
げ
る

と
、
前
職
・
元
職
／
新
人
、
所
属
政
党
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
住
宅
、
防
衛
、
司
法
・
警
察
、
運
輸
・
通
信
な
ど
で
あ
る
（
表
（
）。
ま
た
、

カ
テ
ゴ
リ
ス
コ
ア
の
絶
対
値
の
大
き
い
各
項
目
の
内
容
を
み
る
と
、
小
選
挙
区
の
得
票
率
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
の
が
、
与
党
、
前
職
あ
る
い
は
元
職
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
消
極
的
、
商
工
鉱
業
予
算
の
増
額
、
地
方
自
治
予
算
の
増
額
、
情
報
公
開
積
極

的
な
ど
で
あ
る
と
と
も
に
財
政
健
全
化
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
商
工
鉱
業
や
地
方
自
治
の
予
算
を
増
や

す
こ
と
が
得
票
に
結
び
付
く
一
方
で
、
財
政
健
全
化
を
主
張
す
る
こ
と
も
得
票
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
矛
盾
し
た
政
策
を
主
張
す

る
こ
と
が
選
挙
に
と
っ
て
は
有
利
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
、
小
選
挙
区
の
得
票
率
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
と
な
る
の
が
、

候
補
者
が
新
人
や
野
党
で
あ
る
こ
と
や
、
司
法
・
警
察
予
算
の
増
額
、
防
衛
費
の
減
額
、
防
災
予
算
の
増
額
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
す
る

こ
と
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
、
学
歴）（1
（

が
大
卒
未
満
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
選
挙
公
約
と
小
選
挙
区
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
と
の
関
連
を
み
て
き
た
が
、
候
補
者
に
と
っ
て
は
得
票
率
以
上
に
小
選

挙
区
に
お
け
る
当
選
か
落
選
か
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
で
の
当
落
を
従
属
変
数
、
各
候
補
者
の
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非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
モデル B 標準誤差 ベータ
性別 0.（（9 0.99（ 0.009 0.（7（ 0.710
前・元／新 17.4（4 0.94（ 0.（41 18.479 0.000
学歴 （.0（1 1.079 0.0（（ 1.87（ 0.0（1
所属政党 1（.（09 1.（（（ 0.（（9 1（.4（（ 0.000
社会福祉 0.909 0.970 0.0（（ 0.9（7 0.（49
年金・社会保障 －0.447 1.147 －0.0（7 －0.（90 0.（97
保健衛生 1.（（7 0.9（（ 0.081 1.（47 0.178
教育・研究 －1.009 0.898 －0.07（ －1.1（（ 0.（（（
労働 1.44（ 1.（（9 0.101 1.080 0.（81
防衛 －0.（18 0.8（1 －0.019 －0.（（9 0.71（
外交・貿易 0.（74 1.（00 0.0（（ 0.44（ 0.（（9
農林水産 1.（（4 0.89（ 0.08（ 1.40（ 0.1（1
商工鉱業 （.7（0 1.（8（ 0.1（7 1.7（7 0.08（
運輸・通信 －1.081 1.（0（ －0.0（（ －0.898 0.（70
地方自治 （.（（（ 1.91（ 0.1（8 1.184 0.（（7
住宅 （.11（ （.（8（ 0.118 0.788 0.4（1
中小企業 －0.（（（ 0.9（0 －0.040 －0.（77 0.498
国土開発 （.184 0.9（（ 0.1（4 （.（9（ 0.0（（
防災 －（.（91 1.01（ －0.（09 －（.（49 0.001
一般行政 －（.0（8 1.909 －0.1（（ －1.（8（ 0.11（
司法・警察 －（.（87 （.（（1 －0.（0（ －1.（（（ 0.099
財政健全化 （.188 1.（08 0.1（4 1.（（1 0.174
TPP －4.19（ （.14（ －0.（（1 －1.9（8 0.0（1
原発稼働 －1.9（8 0.9（0 －0.09（ －（.0（9 0.04（
領土問題 1.107 （.（0（ 0.0（（ 0.44（ 0.（（9
災害復興 0.99（ 1.4（（ 0.0（7 0.（78 0.498
地方創生 1.（48 0.871 0.10（ 1.777 0.07（
女性活躍 0.（（4 1.1（（ 0.01（ 0.（（（ 0.8（1
観光政策 1.88（ 1.09（ 0.11（ 1.718 0.08（
子育て支援 1.8（7 0.90（ 0.1（7 （.070 0.0（9
経済税制 －（.8（（ 0.811 －0.（01 －（.494 0.000
子どもの貧困対策 0.017 1.0（0 0.001 0.01（ 0.987
働き方改革 －1.（18 1.（74 －0.108 －1.177 0.（（9
多様化社会 －1.0（（ 1.0（7 －0.0（（ －0.970 0.（（（
外交・安保 －0.（（0 1.08（ －0.04（ －0.（00 0.（49
北朝鮮への対応 －0.441 0.8（8 －0.0（（ －0.（（（ 0.（99
景気・雇用対策 1.（（（ 0.98（ 0.081 1.（（（ 0.17（
社会保障制度改革 （.144 0.8（7 0.（04 （.（（7 0.000
再生可能エネルギー －0.（（0 1.11（ －0.0（0 －0.（9（ 0.7（8
第 4 次産業革命 0.（（（ 1.（74 0.0（9 0.（（（ 0.（01
規制緩和 －1.（71 1.（04 －0.074 －0.84（ 0.（98
情報公開 （.481 1.（07 0.14（ 1.899 0.0（8
地方分権 1.70（ 1.（97 0.101 1.（19 0.（（（

R R（ 乗 調整済 R（ 推定値の標準誤差
.9（8 0.918 0.914 10.（4（

（全候補者）

（017 年衆院選小選挙区得票率（属性・選挙公報）（OLS）：係数

表 1　選挙公約・属性と小選挙区得票率・重回帰分析
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非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
モデル B 標準誤差 ベータ
性別 （.（97 （.41（ 0.1（（ （.77（ 0.00（
前・元／新 7.799 （.991 0.148 （.（08 0.010
学歴 1.177 （.8（（ 0.0（（ 0.（08 0.7（8
社会福祉 －1.（（0 1.（94 －0.08（ －0.9（7 0.（40
年金・社会保障 －（.（88 （.（（7 －0.108 －1.1（（ 0.（4（
保健衛生 －0.（7（ 1.（44 －0.0（7 －0.（48 0.7（8
教育・研究 －（.7（（ 1.（98 －0.1（0 －1.7（1 0.08（
労働 0.1（9 （.1（（ 0.007 0.074 0.941
防衛 －1.000 1.（（（ －0.04（ －0.（（（ 0.（1（
外交・貿易 0.（（8 1.918 0.01（ 0.1（（ 0.89（
農林水産 （.09（ 1.4（（ 0.1（（ （.1（7 0.0（4
商工鉱業 1.（0（ （.（（8 0.0（4 0.（8（ 0.（（8
運輸・通信 －0.（（7 1.（84 －0.0（（ －0.（（7 0.7（7
地方自治 （.1（7 4.0（（ 0.1（4 0.77（ 0.441
住宅 （.（41 （.（4（ 0.104 0.4（8 0.（40
中小企業 1.（1（ 1.4（7 0.0（7 0.8（0 0.（9（
国土開発 0.（79 1.48（ 0.0（（ 0.4（8 0.（47
防災 －（.090 1.4（（ －0.101 －1.4（8 0.1（（
一般行政 －1.7（（ （.（9（ －0.0（7 －0.（19 0.7（0
司法・警察 －0.799 （.887 －0.0（（ －0.（77 0.78（
財政健全化 －1.（7（ （.440 －0.0（4 －0.（4（ 0.（19
TPP 1.0（0 （.（（（ 0.04（ 0.（9（ 0.771
原発稼働 －0.491 （.91（ －0.019 －0.1（（ 0.900
領土問題 （.9（1 （.7（（ 0.（74 1.8（9 0.0（4
災害復興 （.（（9 （.（（（ 0.094 1.01（ 0.（11
地方創生 1.1（（ 1.4（（ 0.0（（ 0.81（ 0.41（
女性活躍 －0.99（ 1.7（（ －0.04（ －0.（7（ 0.（（7
観光政策 0.807 1.444 0.0（7 0.（（9 0.（77
子育て 1.18（ 1.（40 0.0（（ 0.770 0.44（
経済税制 －1.190 1.44（ －0.0（9 －0.8（（ 0.411
子どもの貧困対策 －1.981 1.818 －0.084 －1.090 0.（77
働き方改革 0.（（4 （.4（0 0.0（（ 0.（1（ 0.8（（
多様化社会 1.4（4 1.814 0.0（1 0.78（ 0.4（（
外交・安保 －0.（7（ 1.884 －0.0（（ －0.（（8 0.7（0
北朝鮮への対応 －（.（74 1.497 －0.108 －1.（8（ 0.114
景気・雇用対策 0.（0（ 1.（89 0.0（（ 0.（18 0.7（1
社会保障制度改革 （.（78 1.4（0 0.1（（ （.（91 0.0（（
再生可能エネルギー －4.（7（ （.488 －0.174 －1.718 0.087
第 4 次産業革命 1.（（1 1.（99 0.070 0.970 0.（（（
規制緩和 1.（（4 （.（47 0.0（0 0.（8（ 0.700
情報公開 11.7（（ 9.（81 0.4（7 1.（（0 0.（1（
地方分権 －1.09（ （.（（（ －0.044 －0.（（4 0.74（

R R（ 乗 調整済 R（ 推定値の標準誤差
.98（ 0.9（（ 0.9（0 10.（8（

（与党候補者）

（017 年衆院選小選挙区得票率（属性・選挙公報）（OLS・与党）：係数

表 1（つづき）
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R R（ 乗 調整済 R（ 推定値の標準誤差
.9（（ 0.8（（ 0.84（ 10.（（1

（野党候補者）

（017 年衆院選小選挙区得票率（属性・選挙公報）（OLS・野党）：係数

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
モデル B 標準誤差 ベータ
性別 －0.（（（ 1.100 －0.0（（ －0.（0（ 0.（4（
前・元／新 17.844 1.017 0.（（（ 17.（41 0.000
学歴 1.（41 1.1（7 0.04（ 1.09（ 0.（7（
社会福祉 （.78（ 1.194 0.（（7 （.（（（ 0.0（0
年金・社会保障 1.（9（ 1.（79 0.1（8 1.（（7 0.（（0
保健衛生 （.49（ 1.1（1 0.（14 （.1（0 0.0（（
教育・研究 －0.（77 1.101 －0.0（8 －0.（1（ 0.（（9
労働 （.（（（ 1.7（（ 0.（18 1.（8（ 0.（00
防衛 0.17（ 1.10（ 0.014 0.1（0 0.87（
外交・貿易 0.914 1.878 0.07（ 0.487 0.（（7
農林水産 0.（4（ 1.1（9 0.0（0 0.（99 0.7（（
商工鉱業 （.400 （.（97 0.（（9 1.480 0.1（9
運輸・通信 －0.（0（ 1.8（（ －0.0（8 －0.（74 0.784
地方自治 1.（0（ （.（（0 0.100 0.（89 0.（（（
住宅 －0.0（（ （.（（0 －0.004 －0.01（ 0.987
中小企業 －0.991 1.（79 －0.08（ －0.774 0.4（9
国土開発 （.（0（ 1.（9（ 0.（47 （.481 0.01（
防災 －（.4（1 1.488 －0.（8（ －（.（0（ 0.0（1
一般行政 －（.（（9 （.14（ －0.18（ －1.179 0.（（9
司法・警察 －4.9（4 （.8（（ －0.（（9 －1.（90 0.198
財政健全化 4.97（ （.1（（ 0.（80 （.（01 0.0（（
TPP －7.4（（ （.7（8 －0.（48 －（.（8（ 0.007
原発稼働 －1.7（（ 1.0（1 －0.10（ －1.（9（ 0.090
領土問題 －4.79（ （.（8（ －0.（（9 －1.（（（ 0.18（
災害復興 1.（14 （.0（（ 0.101 0.（（9 0.（（（
地方創生 1.（81 1.14（ 0.1（（ 1.（0（ 0.（（8
女性活躍 0.（（（ 1.（09 0.019 0.1（（ 0.87（
観光政策 （.0（4 1.717 0.1（8 1.19（ 0.（（（
子育て 1.8（（ 1.1（（ 0.18（ 1.（（8 0.098
経済税制 －（.4（4 1.007 －0.（（0 －（.409 0.001
子どもの貧困対策 1.0（（ 1.（10 0.08（ 0.81（ 0.417
働き方改革 －（.（（（ 1.71（ －0.（49 －1.（（8 0.1（0
多様化社会 －1.8（8 1.（（8 －0.1（（ －1.（89 0.1（（
外交・安保 －0.07（ 1.（（（ －0.00（ －0.0（（ 0.9（8
北朝鮮への対応 0.48（ 1.0（7 0.0（（ 0.4（4 0.（4（
景気・雇用対策 1.487 1.（（（ 0.119 1.11（ 0.（（（
社会保障制度改革 （.（0（ 1.098 0.（71 （.918 0.004
再生可能エネルギー 0.（（8 1.（8（ 0.019 0.177 0.8（0
第 4 次産業革命 1.7（1 （.（（（ 0.1（（ 0.74（ 0.4（8
規制緩和 －（.0（9 1.7（（ －0.1（（ －1.1（1 0.（（0
情報公開 1.8（0 1.（（（ 0.149 1.（4（ 0.179
地方分権 （.977 1.（04 0.（44 1.8（（ 0.0（4

表 1（つづき）
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表 2　選挙公約・属性と小選挙区得票率・数量化理論Ⅰ類
分析精度

決定係数 0.707
調整済決定係数 0.（9（

アイテム レンジ
前・元／新 17.00（
所属政党 14.（（7
TPP （.（1（
住宅 （.9（9
防衛 （.7（1
司法・警察 （.（（（
運輸・通信 （.（（0
防災 （.918
商工鉱業 （.814
地方自治 （.（4（
社保制度改革 （.（18
情報公開 （.（01
国土開発 （.479
税制改革 （.190
財政健全化 （.11（
災害国土 （.107
子育て支援 1.981
観光政策 1.91（
領土問題 1.899
北朝鮮への対応 1.8（（
地方創生 1.（88
働き方改革 1.（71
学歴 1.（（4
労働 1.（90
保健衛生 1.（（（
農林水産 1.（14
景気・雇用対策 1.18（
地方分権 1.1（（
外交・貿易 1.117
規制緩和 1.100
多様化社会 0.9（（
教育・研究 0.887
社会福祉 0.8（7
子どもの貧困対策 0.（70
第 4 次産業革命 0.（10
性別 0.（（（
外交安全保 0.（8（
中小企業 0.197
社会保障 0.187
再生可能エネルギー 0.1（（
女性活躍 0.0（（
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選
挙
公
約
と
属
性
（
与
党
／
野
党
、
前
職
・
元
職
／
新
人
、
性
別
、
学
歴
）
を
独
立
変
数
と
す
る
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を

行
な
う
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
候
補
者
全
体
で
み
る
と
、
前
職
・
元
職
と
与
党
は
小
選
挙
区
当
選
に
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
り
、
男
性
、

大
卒
、
教
育
・
研
究
、
農
林
水
産
、
防
災
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
、
知
る
権
利
・
情
報
公
開
は
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
プ
ラ
ス
の
要
因
に
は
、
選
挙
公
約
の
予
算
項
目
も
賛
否
項
目
も
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
与
党
で
あ
る
こ
と
と
前
職
・
元
職
で
あ

る
こ
と
の
み
が
統
計
的
に
有
意
に
プ
ラ
ス
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
与
党
の
候
補
者
だ
け
に
限
定
し
て
小
選
挙
区
の
当
落
を

み
る
と
、
性
別
が
男
性
で
あ
る
こ
と
、
女
性
活
躍
に
積
極
的
な
こ
と
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
予
算
項
目
や

賛
否
項
目
に
関
す
る
選
挙
公
約
と
小
選
挙
区
の
当
落
と
の
間
に
統
計
的
に
有
意
な
関
連
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、

与
党
候
補
者
の
選
挙
公
約
は
小
選
挙
区
の
当
落
に
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
野
党
の
候
補
者

に
限
っ
て
み
る
と
、
前
職
・
元
職
、
商
工
鉱
業
、
財
政
健
全
化
は
プ
ラ
ス
の
要
因
で
あ
り
、
男
性
、
一
般
行
政
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
、

規
制
緩
和
・
規
制
改
革
は
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
野
党
に
つ
い
て
み
る
と
、
財
政
健
全
化
を
主
張
す
る
こ
と
は
プ
ラ
ス

で
あ
る
一
方
で
、
公
務
員
給
与
引
き
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
も
た
ら
す
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
小
選
挙
区
に
お
け
る
当
落
を
従
属
変
数
、
選
挙
公
約
と
候
補
者
の
社
会
的
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
数
量
化
理
論
Ⅱ
類）11
（

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
選
（
－
）
／
落
選
（
＋
）
の
軸
が
析
出
さ
れ
、
ア
イ
テ
ム
レ
ン
ジ
の
大
き
い
順
に
み
て
い
く
と
、
所
属

政
党
、
一
般
行
政
、
前
職
・
元
職
／
新
人
、
原
発
稼
働
、
司
法
・
警
察
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
地
方
自
治
、
労
働
、
国
土
開
発
、
災
害
復
興
、

女
性
活
躍
、
住
宅
な
ど
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ス
コ
ア
の
大
き
い
順
に
各
項
目
を
み
る
と
、
小
選
挙
区
の
当

選
と
プ
ラ
ス
の
関
連
を
も
つ
の
が
、
与
党
の
候
補
者
で
あ
る
こ
と
、
一
般
行
政
予
算
増
額
、
前
職
ま
た
は
元
職
で
あ
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
（
表
（
）。
一
方
、
マ
イ
ナ
ス
の
関
連
を
も
つ
の
が
、
野
党
、
新
人
、
司
法
・
警
察
予
算
の
増
額
、
国
土
開
発
予
算
の
削
減
、

女
性
活
躍
に
つ
い
て
積
極
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
に
お
け
る
判
別
的
中
率
は
八
七
・
三
％
で

あ
り
、
予
測
度
も
当
選
群
八
一
・
三
％
、
落
選
群
九
〇
・
〇
％
と
高
い
精
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
選
挙
公
約
と
小
選
挙
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表 3　選挙公約・属性と小選挙区当落・数量化理論Ⅱ類

判別的中率 87.（%

分析精度

落選群 90.0%
当選群 81.（%

予測度

アイテム レンジ
所属政党 1.（0（
一般行政 0.779
前・元／新 0.7（7
原発稼働 0.（7（
司法・警察 0.（（7
TPP 0.（（8
地方自治 0.（77
労働 0.（4（
国土開発 0.（18
災害国土 0.（10
女性活躍 0.189
住宅 0.18（
運輸・通信 0.181
財政健全化 0.17（
防災 0.174
外交安全保 0.170
再生可能エネルギー 0.1（0
領土問題 0.1（0
働き方改革 0.1（7
農林水産 0.14（
地方創生 0.140
子育て支援 0.1（1
外交・貿易 0.119
中小企業 0.10（
防衛 0.100
地方分権 0.088
規制緩和 0.077
子どもの貧困対策 0.07（
情報公開 0.07（
景気・雇用対策 0.0（7
社会福祉 0.0（（
保健衛生 0.0（1
観光政策 0.047
第 4 次産業革命 0.044
学歴 0.041
教育・研究 0.0（7
多様化社会 0.0（（
社会保障 0.0（0
商工鉱業 0.0（（
北朝鮮への対応 0.0（（
性別 0.0（0
税制改革 0.01（
社保制度改革 0.014
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区
に
お
け
る
当
選
／
落
選
の
関
連
を
み
る
と
、
選
挙
公
約
が
与
え
る
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
争
点
態
度
と
投
票
行
動

　

こ
れ
ま
で
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
選
小
選
挙
区
選
挙
に
立
候
補
し
た
候
補
者
の
選
挙
公
約
と
選
挙
結
果
の
関
連
と
い
う
候
補
者

の
視
点
か
ら
み
て
き
た
。
こ
こ
で
有
権
者
が
同
小
選
挙
区
選
挙
で
争
点
態
度
に
基
づ
い
て
投
票
行
動
を
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い

う
有
権
者
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅵ
第
一
波
調
査
デ
ー
タ
（
争
点
態
度
に
関
す
る
設
問
は
、
外
交
・
安
全
保
障
、
福
祉
と
負
担
、
原
発
再
稼
働
、
憲
法
改

正
、
憲
法
九
条
自
衛
隊
明
記
、
夫
婦
別
姓
の
六
項
目
）
を
用
い
て
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
投
票
行
動
を
、
①
野
党
候
補
投
票
、

②
棄
権
、
③
与
党
候
補
投
票
に
三
分
類
し
た
上
で
、
棄
権
を
ベ
ー
ス
（
参
照
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
と
す
る
多
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、Cox &

 Snell

疑
似
R2

は
〇
・
五
八
四
で
あ
り
、
与
党
候
補
投
票
に
有
意
な
効
果
が
あ
る
の
は
、
与
党

支
持
、
内
閣
支
持
、
高
齢
者
、
男
性
、
内
閣
業
績
評
価
、
景
気
将
来
楽
観
で
あ
り
、
争
点
態
度
の
六
項
目
は
日
米
安
保
を
除
い
て
投

票
行
動
に
対
し
て
い
ず
れ
も
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
な
い
。
ま
た
野
党
候
補
投
票
に
有
意
な
効
果
が
あ
る
の
は
、
野
党
支
持
、
男

性
、
高
齢
者
、
内
閣
不
支
持
、
景
気
将
来
悲
観
、
憲
法
改
正
反
対
、
原
発
再
稼
働
反
対
で
あ
り
、
争
点
態
度
の
他
の
四
項
目
は
い
ず

れ
も
有
意
で
は
な
い
（
表
4
）。
な
お
、
与
党
投
票
と
野
党
投
票
の
双
方
に
高
齢
者
や
男
性
が
有
意
で
あ
る
の
は
参
照
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
棄
権
に
若
年
層
や
女
性
が
多
い
た
め
で
あ
り
、
与
党
投
票
と
野
党
投
票
を
比
較
す
る
と
、
野
党
投
票
の
方
が
高
齢
者
の
係
数
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅵ
第
一
波
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
投
票
行
動
を
、
①
野
党
候
補
投
票
、
②
棄
権
、

③
与
党
候
補
投
票
に
三
分
類
し
た
上
で
、
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
に
よ
る
分
析
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
第
一
軸
と
し
て
「
与
党
投
票
vs
野

党
投
票
」（
相
関
比0.444**

、
判
別
的
中
率
七
四
・
二
％
）、
第
二
軸
と
し
て
「
投
票
vs
棄
権
」（
相
関
比0.282**

、
判
別
的
中
率
七
〇
・
二

％
）
が
析
出
さ
れ
た
（
表
5
）。
第
一
軸
（
与
党
投
票
vs
野
党
投
票
）
に
対
す
る
説
明
力
が
高
い
（
レ
ン
ジ
及
び
偏
相
関
は
い
ず
れ
も
有
意



18

法学研究 97 巻 4 号（（0（4：4）

表 4　小選挙区投票行動決定要因：多項ロジスティック回帰分析

Cox&Snell 疑似 R（ 0.（84

Nagelkerke 疑似 R（ 0.（（7

McFadden 疑似 R（ 0.（99

パラメータ推定値
B 標準誤差 Wald 有意確率

与党投票

支持政党 1.（8（ 0.108 14（.118 0.000
内閣支持 0.789 0.147 （8.（4（ 0.000
年代 0.190 0.0（（ 11.（19 0.001
性別 －0.491 0.148 11.0（（ 0.001
内閣業績評価 0.（17 0.11（ 7.8（4 0.00（
景気将来観 0.（0（ 0.109 7.（9（ 0.00（
日米安保 －0.19（ 0.080 （.980 0.014
景気状態感 0.（17 0.114 （.（1（ 0.0（7
憲法 9 条自衛隊明記 －0.177 0.107 （.719 0.099
原発再稼働 －0.1（7 0.078 （.（8（ 0.10（
夫婦別姓 －0.11（ 0.07（ （.（（（ 0.10（
福祉と負担 －0.114 0.080 （.0（4 0.1（4
世帯年収 0.0（（ 0.0（7 1.784 0.18（
学歴 0.107 0.080 1.77（ 0.18（
政治満足 －0.0（7 0.098 0.（44 0.（（7
憲法改正 －0.0（（ 0.10（ 0.117 0.7（（
景気向上感 0.0（7 0.1（（ 0.0（9 0.84（
居住年数 0.01（ 0.07（ 0.0（9 0.8（（

野党投票

支持政党 －1.（（9 0.10（ 1（1.49（ 0.000
性別 －0.8（4 0.1（9 41.9（（ 0.000
年代 0.（（7 0.0（1 40.（1（ 0.000
内閣支持 －0.411 0.1（1 9.8（9 0.00（
景気将来観 －0.（（（ 0.091 7.84（ 0.00（
憲法改正 0.（（（ 0.08（ （.784 0.009
原発再稼働 0.1（（ 0.07（ 4.（（0 0.0（（
学歴 0.091 0.0（9 1.71（ 0.190
内閣業績評価 －0.114 0.097 1.（74 0.（41
夫婦別姓 －0.071 0.0（（ 1.194 0.（74
福祉と負担 －0.0（（ 0.0（8 0.9（0 0.（（（
日米安保 －0.0（（ 0.071 0.797 0.（7（
憲法 9 条自衛隊明記 －0.0（8 0.08（ 0.（（7 0.4（9
景気状態感 －0.0（（ 0.09（ 0.4（4 0.（1（
政治満足 －0.0（8 0.09（ 0.（9（ 0.（（0
景気向上感 －0.0（7 0.11（ 0.（（7 0.（（0
居住年数 0.0（7 0.0（7 0.（0（ 0.（8（
世帯年収 0.01（ 0.0（（ 0.（49 0.（18

小選挙区投票行動：多項ロジスティック回帰分析
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平均 分散 標準偏差
野党投票 －0.719 0.441 0.（（4
棄権 －0.194 0.（8（ 0.7（（
与党投票 1.（07 0.（99 0.774

平均 分散 標準偏差
野党投票 －0.8（4 1.017 1.009
棄権 0.4（8 0.71（ 0.844
与党投票 －0.（11 0.449 0.（70

相関比 0.444
p 値 0.000
有意確率 ＊＊

相関比 0.（8（
p 値 0.000
有意確率 ＊＊

アイテム名 レンジ
支持政党 1.4（（ 1 位
内閣支持 0.9（8 （ 位
政治満足度 0.（78 （ 位
内閣業績評価 0.（41 4 位
景気状態感 0.（71 （ 位
景気将来観 0.（7（ （ 位
景気向上感 0.（0（ 7 位
原発再稼働 0.184 8 位
憲法 9 条自衛隊 0.1（（ 9 位
世帯収入 0.1（（ 10 位
憲法改正 0.1（9 11 位
政治関心度 0.1（4 1（ 位
夫婦別姓 0.147 1（ 位
学歴 0.1（（ 14 位
年代 0.1（4 1（ 位
福祉と負担 0.110 1（ 位
日米安保 0.10（ 17 位
性別 0.07（ 18 位
居住年数 0.00（ 19 位

アイテム名 レンジ
支持政党 1.4（（ 1 位
政治関心度 1.（89 （ 位
年代 0.777 （ 位
景気将来観 0.（19 4 位
政治満足度 0.47（ （ 位
内閣支持 0.4（9 （ 位
景気向上感 0.（（7 7 位
世帯収入 0.（（4 8 位
憲法改正 0.（（9 9 位
内閣業績評価 0.（81 10 位
性別 0.（19 11 位
学歴 0.19（ 1（ 位
原発再稼働 0.18（ 1（ 位
日米安保 0.1（7 14 位
夫婦別姓 0.149 1（ 位
景気状態感 0.14（ 1（ 位
居住年数 0.141 17 位
憲法 9 条自衛隊 0.08（ 18 位
福祉と負担 0.0（9 19 位

表 5　有権者の投票行動：数量化理論Ⅱ類
1 軸：与党投票 vs 野党投票 （ 軸：棄権 vs 投票
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確
率
〇
・
〇
五
未
満
）
の
は
、
支
持
政
党
、
内
閣
支
持
、
政
治
満
足
度
、
内
閣
業
績
評
価
、
景
気
状
態
感
、
景
気
将
来
観
、
景
気
向

上
感
で
あ
り
、
こ
れ
に
原
発
再
稼
働
賛
成
、
憲
法
九
条
自
衛
隊
明
記
賛
成
、
世
帯
収
入
が
続
い
て
い
る
。
争
点
態
度
の
他
の
四
項
目

は
有
意
で
は
な
い
。
ま
た
、
第
二
軸
（
投
票
vs
棄
権
）
に
対
す
る
説
明
力
が
高
い
（
レ
ン
ジ
及
び
偏
相
関
の
い
ず
れ
も
有
意
）
の
は
、

支
持
政
党
、
政
治
関
心
度
、
年
代
、
景
気
将
来
観
、
政
治
満
足
度
、
内
閣
支
持
、
景
気
向
上
感
、
世
帯
収
入
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
選
挙
に
際
し
て
有
権
者
の
投
票
行
動
を
決
定
す
る
要
因
は
支
持
政
党

や
内
閣
支
持
、
政
治
満
足
度
や
景
気
状
態
感
の
割
合
が
大
き
く
、
有
権
者
の
投
票
行
動
に
対
す
る
争
点
態
度
の
効
果
は
限
定
的
で
あ

る
。

（
三
）
代
議
的
機
能

　

こ
こ
で
、
政
治
家
が
有
権
者
に
約
束
し
た
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
に
整
合
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
代
議
的
機
能

に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
は
じ
め
に
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
間
の
整
合
性
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
衆
議
院
の
本
会
議
に
お
け
る
予
算
案
お
よ
び
法
案
の
審
議
に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否
と
、
当
該
の
予
算
や
法
案
の
内
容

分
析
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
国
会
活
動
を
分
析
し
た
。
た
と
え
ば
、
予
算
項
目
の
う
ち
社
会
福
祉
に
つ
い
て
み
る
と
、「
選
挙
公

約
の
な
か
で
社
会
福
祉
予
算
に
つ
い
て
各
候
補
者
が
ど
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
と
、「
予
算
案
及
び
法
案

の
審
議
に
お
い
て
社
会
福
祉
予
算
の
増
減
に
対
し
て
各
衆
議
院
委
員
が
賛
成
し
て
い
る
の
か
反
対
し
て
い
る
の
か
」
と
の
関
係
を
み

る
こ
と
に
し
た
。
賛
否
項
目
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
た
と
え
ば
地
方
創
生
で
あ
れ
ば
、
選
挙
公
約
で
地
方
創
生
に
対
し
て
積
極
的
な

意
見
を
述
べ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
消
極
的
な
意
見
を
主
張
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
現
状
の
ま
ま
で
考
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

と
、
地
方
創
生
に
関
す
る
法
案
に
対
す
る
各
衆
議
院
議
員
の
賛
成
／
反
対
、
な
ら
び
に
当
該
法
案
が
地
方
創
生
に
前
向
き
な
の
か
、

後
ろ
向
き
な
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
内
容
な
の
か
と
い
う
内
容
分
析
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
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ま
ず
、
予
算
案
や
法
案
審
議
に
お
け
る
賛
成
・
反
対
を
項
目
別
に
み
る
と
、
規
制
緩
和
や
災
害
復
興
、
地
方
創
生
に
関
す
る
法
案

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
賛
成
の
頻
度
が
多
い
一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
法
案
が
多
く
は
な
い
こ
と
と
反
対
数
も
一
定
程
度
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
る
。
ま
た
社
会
福
祉
や
社
会
保
障
、
労
働
、
一
般
行
政
な
ど
は
予
算
案
審
議
以
外
に
関
連
法
案
審
議
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

賛
成
の
頻
度
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
予
算
案
・
法
案
の
各
項
目
の
審
議
数
が
異
な
り
、
ま
た
選
挙
公
約
に
お
け
る
各
項

目
の
数
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
各
項
目
の
予
算
案
・
法
案
審
議
と
選
挙
公
約
を
各
々
、
基
準
化
（
平
均
0
、
標
準
偏
差
1
）
し
た
上

で
両
者
の
乖
離
を
み
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
選
挙
公
約
と
予
算
お
よ
び
法
案
に
対
象
項
目
が
無
い
場
合
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

選
挙
公
約
で
は
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
言
及
し
た
候
補
者
が
一
定
程
度
い
た
が
、
国
会
で
大
阪
都
構
想
に
関
す
る
法
案
が
審
議
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
は
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
整
合
性
分
析
か
ら
は
除
外
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
結
果
、
予
算
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
、
年
金
・
社
会
保
障
、
保
健
衛
生
、
教
育
・
研
究
、
労
働
、
防
衛
、
外
交
・
貿
易
、
農
林

水
産
、
商
工
鉱
業
、
運
輸
・
通
信
、
地
方
自
治
、
中
小
企
業
、
国
土
開
発
、
防
災
、
一
般
行
政
を
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

同
様
に
、
賛
否
に
つ
い
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
、
地
方
創
生
、
観
光
政
策
、
子
育
て
支
援
、
経
済
財
政
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
働
き

方
改
革
、
外
交
・
安
保
、
景
気
・
雇
用
対
策
、
第
四
次
産
業
革
命
、
規
制
緩
和
、
地
方
分
権
を
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
こ
で
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
で
当
選
し
た
小
選
挙
区
候
補
者
の
乖
離
を
項
目
別
に
み
る
と
、
地
方
分
権
と
地
方
自
治
、
社
会
福

祉
が
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
選
挙
公
約
で
主
張
し
た
以
上
に
、
法
案
審
議
で
地
方
分
権
に
積
極
的
で
あ
る
と
と
も
に
予
算
案
や
法

案
の
審
議
で
地
方
自
治
や
社
会
福
祉
の
増
額
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
教
育
と
労
働
、
保
健
衛
生
の
増
額
が
こ
れ

に
続
い
て
い
る
。
一
方
、
第
四
次
産
業
革
命
や
防
衛
、
一
般
行
政
、
中
小
企
業
、
社
会
保
障
な
ど
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

選
挙
公
約
で
示
し
た
よ
り
も
消
極
的
、
な
い
し
は
増
額
に
賛
成
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
予
算
案
や

法
案
審
議
に
お
け
る
賛
成
・
反
対
の
頻
度
で
あ
り
、
実
際
の
予
算
の
増
減
に
必
ず
し
も
連
動
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
各
候
補
者
一
人
一
人
の
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
間
の
整
合
性
、
す
な
わ
ち
、
乖
離
の
絶
対
値
（
以
下
、
乖
離
）
を
測
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定
し
て
、
各
候
補
者
の
属
性
別
に
乖
離
の
度
合
い
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
与
党
と
野
党
に
分
け
て
乖
離
の
度
合
い

を
み
る
と
、
予
算
項
目
の
乖
離
、
賛
否
項
目
の
乖
離
、
両
項
目
の
乖
離
の
合
計
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
与
党
の
乖
離
の
度
合
い
の

方
が
小
さ
く
、
野
党
の
乖
離
の
度
合
い
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
与
党
の
場
合
、
衆
議
院
で
過
半
数
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
、
自
分
た
ち
の
主
張
に
基
づ
く
予
算
案
や
法
案
を
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
野
党
は

自
分
た
ち
の
主
張
を
続
け
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
主
張
は
通
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
野
党
の
場
合
は
、
与
党
に

あ
る
程
度
の
妥
協
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
、
選
挙
公
約
と
実
際
の
国
会
活
動
で
の
乖
離
が
生
じ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
選
挙
公
約
と
衆
議
院
で
の
国
会
活
動
の
乖
離
と
議
員
属
性
の
相
関
関
係
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
予
算
項
目
に
つ

い
て
の
乖
離
は
二
〇
一
七
年
衆
議
院
選
小
選
挙
区
で
の
得
票
率
が
高
い
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
（
相
関
係
数
は

－0.174***

）
こ
と

が
わ
か
る
。
同
様
に
、
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
（

－0.（70***

）。
こ
れ
は
、
小
選
挙
区
で
得
票
率
が
高
い
議
員
、
つ
ま
り
、

余
裕
を
も
っ
て
当
選
し
て
い
る
議
員
ほ
ど
、
自
分
の
本
来
の
政
策
を
選
挙
公
約
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
得
票
率
が
低
く
ギ
リ
ギ
リ
で
当
選
す
る
候
補
者
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
、
有
権
者
に
近
づ
い
て
現
実
に
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
も
選
挙
公
約
で
主
張
（
例
え
ば
、
財
政
再
建
に
積
極
的
で
あ
る
一
方
、
様
々
な
予
算
を
増
額
す
る
）
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。
同
様
に
、
賛
否
項
目
に
つ
い
て
の
乖
離
を
み
て
も
、
二
〇
一
七
年
の
得
票
率
が
高
い
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
く

（

－0.（70***

）、
ま
た
、
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
（

－0.47（***

）
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
予
算
項
目
の
乖
離
と
賛
否
項

目
の
乖
離
を
合
計
し
た
場
合
を
み
て
も
同
様
に
、
二
〇
一
七
年
の
得
票
率
が
高
い
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
く
（

－0.（（8***

）、
与
党

の
議
員
ほ
ど
乖
離
の
合
計
が
小
さ
い
（

－0.（4（***

）。

　

こ
こ
で
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
と
議
員
の
属
性
を
検
定
で
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
小
選
挙
区
で
当
選
を
し
て
い

る
か
、
比
例
復
活
当
選
を
し
て
い
る
か
（
小
選
挙
区
で
も
比
例
で
も
落
選
を
し
て
い
る
候
補
者
は
国
会
議
員
で
は
な
く
国
会
活
動
は
な
い
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の
で
分
析
の
対
象
外
）
に
つ
い
て
は
、
予
算
項
目
の
乖
離
で
も
賛
否
項
目
の
乖
離
で
も
、
あ
る
い
は
両
者
の
乖
離
を
合
計
し
た
い
ず

れ
に
お
い
て
も
小
選
挙
区
当
選
者
よ
り
も
比
例
復
活
当
選
者
の
乖
離
の
方
が
大
き
い
（
Ｆ
値
の
有
意
水
準0.0（

未
満
）。
同
様
に
、
所

属
政
党
が
与
党
で
あ
る
か
野
党
で
あ
る
か
に
つ
い
て
み
て
も
、
予
算
項
目
、
賛
否
項
目
、
両
者
の
合
計
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
与
党

議
員
よ
り
も
野
党
議
員
の
乖
離
の
方
が
大
き
い
（
Ｆ
値
の
有
意
水
準0.0（

未
満
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
性
別
は
、
予
算
項
目
、
賛
否
項

目
、
両
者
の
合
計
の
い
ず
れ
の
乖
離
に
お
い
て
も
有
意
水
準
五
％
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
学
歴
に
つ
い
て
も
予
算
項
目
、

賛
否
項
目
、
両
者
の
合
計
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
有
意
水
準
五
％
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
と
は

言
え
な
い
。

　

こ
こ
で
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
を
従
属
変
数
、
議
員
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
重
回
帰
分
析
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
予

算
項
目
の
乖
離
に
つ
い
て
は
調
整
済
みR
（

＝0.（47

で
、
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
（
）。

ま
た
、
賛
否
項
目
の
乖
離
に
つ
い
て
同
様
の
分
析
を
行
な
う
と
調
整
済
みR

（

＝0.（（（

で
、
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
。

さ
ら
に
、
予
算
と
賛
否
の
両
方
を
合
計
し
た
乖
離
を
従
属
変
数
と
し
た
重
回
帰
分
析
を
行
な
っ
て
み
る
と
調
整
済
みR

（

＝0.（81

で
、
こ
こ
で
も
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
を
従
属
変
数
、
議
員
の
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
、
予
算
項
目
の
乖
離
に
つ
い
て
は
、
調
整
済
決
定
係
数0.44（
で
与
党
か
野
党
か
と
い
う
政
党
所
属
の
レ
ン
ジ
が7.4（（

と
圧
倒

的
に
大
き
く
、
こ
れ
に
性
別
と
小
選
挙
区
結
果
（
当
選
か
比
例
復
活
か
）
が
続
い
て
い
る
（
表
7
）。
つ
ま
り
、
野
党
や
女
性
の
衆
議

院
議
員
の
乖
離
が
大
き
く
、
与
党
議
員
や
新
人
の
乖
離
が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
賛
否
項
目
に
つ
い
て
も
同
様
に
数
量
化
理
論
Ⅰ

類
を
行
な
う
と
、
調
整
済
決
定
係
数0.（（（

で
、
こ
こ
で
も
政
党
所
属
の
レ
ン
ジ
が
も
っ
と
も
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

予
算
項
目
と
賛
否
項
目
を
合
わ
せ
た
乖
離
に
つ
い
て
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
を
行
う
と
、
調
整
済
決
定
係
数0.411

で
、
政
党
所
属
の
レ

ン
ジ
が
も
っ
と
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
全
体
的
に
野
党
や
比
例
復
活
し
た
政
治
家
の
乖
離
が
大
き
く
、
新
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R（ 調整済み R（ 推定値の標準誤差
0.（（1 0.（47 4.1（（

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
B 標準誤差 ベータ

前・元／新 （.（（7 0.（79 0.（（（ （.47（ 0.001
性別 1.（（0 0.（（1 0.（（（ （.4（4 0.014
与党／野党 －7.4（（ 0.477 －0.889 －1（.（7（ 0.000
学歴 （.（（9 0.（79 0.878 9.177 0.000

乖離予算

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
B 標準誤差 ベータ

前・元／新 （.997 0.9（9 0.400 （.094 0.00（
性別 1.178 0.9（9 0.1（8 1.（（8 0.（0（
与党／野党 －（.98（ 0.（8（ －0.8（（ －10.184 0.000
学歴 4.09（ 0.9（4 0.（（（ 4.（90 0.000

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
B 標準誤差 ベータ

前・元／新 （.109 1.（（1 0.（88 （.78（ 0.000
性別 （.8（9 1.（9（ 0.（1（ （.18（ 0.0（0
与党／野党 －14.（（8 0.9（（ －0.9（7 －14.880 0.000
学歴 10.（（0 1.（（1 0.814 7.778 0.000

R（ 調整済み R（ 推定値の標準誤差
0.（4（ 0.（（（ （.781

乖離賛否

R（ 調整済み R（ 推定値の標準誤差
0.（8（ 0.（81 8.0（（

乖離総計

表 6　2017 年衆院選時の選挙公約と
2017 年―2021 年衆院予算・法案審議の乖離の要因：重回帰分析
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決定係数 0.449
修正済決定係数 0.44（

アイテム レンジ
与党／野党 7.4（（ 1 位
性別 0.（91 （ 位
小選挙区結果 0.44（ （ 位
学歴 0.111 4 位
前元／新 0.09（ （ 位

分析精度
〈乖離予算〉

－4.0 －3.0 －2.0 －1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0

比例復活
小選挙区当選

新人
前元職
女性
男性

与党

大卒

カテゴリースコア

野党

大卒未満

表 7　2017 年衆院選時の選挙公約と 2017 年―2021 年衆議院予算・法案審議の乖離の要因
：数量化理論Ⅰ類
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分析精度
〈乖離賛否〉

決定係数 0.（4（
修正済決定係数 0.（（（

アイテム レンジ
与党／野党 （.408 1 位
前元／新 （.（（8 （ 位
小選挙区結果 1.81（ （ 位
性別 0.（（（ 4 位
学歴 0.（（0 （ 位

－3.0 －2.0 －1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

比例復活
小選挙区当選

新人
前元職
女性
男性

与党

大卒

カテゴリースコア

野党

大卒未満

表 7（つづき）
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分析精度
〈乖離総計〉

－6.000 －4.000 －2.000 0.000 2.000 4.000 6.000 8.000 10.000 12.000

比例復活
小選挙区当選

新人
前元職
女性
男性

与党

大卒

カテゴリースコア

野党

大卒未満

決定係数 0.418
調整済決定係数 0.411

アイテム レンジ
与党／野党 1（.8（0 1 位
前元／新 （.（（（ （ 位
小選挙区結果 1.（（7 （ 位
性別 0.947 4 位
学歴 0.（（（ （ 位

表 7（つづき）
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人
や
与
党
所
属
、
小
選
挙
区
で
当
選
し
た
政
治
家
の
乖
離
が
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

（
四
）
事
後
評
価
機
能

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
衆
議
院
議
員
の
中
に
も
乖
離
が
大
き
い
議
員
と
小
さ
い
議
員
が
お
り
、
次
回
衆
院
選
時
の
当
落
や
得

票
率
に
反
映
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
事
後
評
価
機
能
が
働
く
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
も
し
、
当
選
時
の

選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
の
間
の
乖
離
が
次
回
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
や
当
落
と
関
連
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
治
家
が
選

挙
公
約
を
遵
守
す
る
誘
因
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
両
者
の
乖
離
と
次
回
選
挙
の
結
果
に
関
連
が
な
い
の
で
れ
ば
、
政
治

家
は
安
心
し
て
選
挙
公
約
を
無
視
し
て
国
会
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
代
議
制
民
主
主
義
の
機
能
不
全
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
と
次
回
衆
院
選
の
結
果
の
関
連
を
分
析
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
各
衆
議
院
議
員
に
つ
い
て
「
当
選
時
に
有
権
者
に
提
示
し
た
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
の
乖
離
」
と
次
回

衆
院
選
に
お
け
る
小
選
挙
区
得
票
率
の
関
係
を
み
る
た
め
に
、
二
〇
二
一
年
の
第
五
〇
回
衆
院
選
小
選
挙
区
得
票
率
を
従
属
変
数
、

選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
、
当
選
回
数
、
性
別
、
学
歴）1（
（

、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
得
票
率
を
独
立
変
数
と
す
る
重
回
帰

分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
は
次
回
衆
院
選
に
お
け
る
得
票
率
に
有
意
に
影
響
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
8
）。
さ
ら
に
、
与
党
衆
議
院
議
員
だ
け
を
取
り
出
し
て
分
析
を
行
っ
て
み
て
も
、
次
回
衆

院
選
得
票
率
に
対
し
て
当
選
回
数
や
学
歴
、
前
回
得
票
率
が
有
意
に
影
響
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離

は
有
意
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
。
同
様
に
、
野
党
衆
議
院
議
員
に
つ
い
て
み
て
も
、
乖
離
は
有
意
な
要
因
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
言
い
換
え
る
と
、
衆
院
選
小
選
挙
区
候
補
者
が
当
選
時
に
有
権
者
に
提
示
し
た
選
挙
公
約
を
当
選
後
の
国
会
活
動
で
遵
守
し
な

く
て
も
、
次
回
衆
院
選
小
選
挙
区
の
得
票
率
に
影
響
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
政
治
家
は
安
心
し
て
選
挙
公
約
を
無
視

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
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R R（ 乗 調整済 R（ 乗 推定値の
標準誤差

0.78（ 0.（17 0.（1（ 7.（（（1

R R（ 乗 調整済 R（ 乗 推定値の
標準誤差

0.794 0.（（1 0.（（（ 7.（048

R R（ 乗 調整済 R（ 乗 推定値の
標準誤差

0.7（4 0.（（9 0.（14 7.（4（4

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
標準誤差 ベータ

定数 4.99（ （.（（（ 1.（（0 0.1（7
乖離総計 －0.004 0.044 －0.00（ －0.09（ 0.9（7
当選回数 －0.404 0.1（0 －0.09（ －（.（（（ 0.01（
性別 0.479 1.4（0 0.01（ 0.（（7 0.7（（
大卒 1.8（9 （.（（9 0.0（8 0.8（7 0.409
得票率 （017 0.91（ 0.04（ 0.818 （1.17（ 0.000

表 8　選挙公約と国会活動の乖離 x2021 年衆院選小選挙区得票率
（全体）

（与党）

（野党）

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
標準誤差 ベータ

定数 －（.（（0 4.（（4 －0.（（8 0.（91
乖離総計 0.044 0.1（4 0.014 0.（（1 0.7（（
当選回数 －0.（（0 0.199 －0.11（ －（.（0（ 0.010
性別 －（.1（9 1.848 －0.048 －1.174 0.（4（
大卒 7.4（0 （.170 0.094 （.（4（ 0.0（0
得票率 （017 1.00（ 0.0（（ 0.8（7 18.8（0 0.000

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
標準誤差 ベータ

定数 14.（（1 （.084 （.8（（ 0.00（
乖離総計 －0.0（7 0.0（0 －0.078 －1.100 0.（74
当選回数 －0.（7（ 0.（（8 －0.08（ －1.0（4 0.（9（
性別 （.（（7 （.17（ 0.118 1.（（1 0.108
大卒 －（.1（9 （.088 －0.07（ －1.0（（ 0.（09
得票率 （017 0.7（（ 0.081 0.7（7 9.47（ 0.000
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次
に
、
二
〇
二
一
年
衆
院
選
小
選
挙
区
で
の
当
落）11
（

を
従
属
変
数
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
、
当
選
回
数
、
性
別
、
学
歴
、

二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
得
票
率
を
独
立
変
数
と
す
る
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
選
挙
公
約
と
国

会
活
動
の
乖
離
は
小
選
挙
区
で
の
当
落
に
有
意
に
影
響
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
9
）。
ま
た
、
衆
議
院
議
員
を

与
党
と
野
党
に
分
け
て
同
様
の
分
析
を
行
な
っ
て
み
て
も
、
乖
離
は
次
回
衆
院
選
で
の
小
選
挙
区
の
当
落
に
影
響
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
は
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
公
約
を
見
て
い
な
い
有
権
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
や
、
衆
議
院

議
員
が
当
選
後
の
国
会
で
ど
の
法
案
に
賛
成
し
た
の
か
反
対
し
た
の
か
を
注
視
し
て
い
る
有
権
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
も
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
衆
議
院
議
員
に
と
っ
て
当
選
後
は
選
挙
公
約
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
党
の
方
針
に
則
し
て
法
案
や
予
算
案

に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
本
論
文
の
冒
頭
で
述
べ
た
代
議
制
民
主
主
義
の
擬
制
が
実
現
せ
ず
、
機
能

不
全
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
五
）
ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
衆
議
院
小
選
挙
区
選
挙
の
候
補
者
に
よ
っ
て
有
権
者
に
提
示
さ
れ
た
選
挙
公

約
は
、
与
党
と
野
党
の
間
で
有
意
な
違
い
が
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
自
民
党
と
公
明
党
は
立
憲
民
主
党
や
希
望
の
党
に
対
し
て
防
衛
、

外
交
・
貿
易
、
農
林
水
産
、
運
輸
・
通
信
、
中
小
企
業
、
国
土
開
発
な
ど
の
各
分
野
で
予
算
増
額
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

原
発
、
災
害
復
興
、
地
方
創
生
、
観
光
政
策
、
外
交
政
策
姿
勢
・
安
全
保
障
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
主
張
を

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
は
労
働
と
地
方
自
治
の
分
野
の
予
算
増
額
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
働
き

方
改
革
、
多
様
化
社
会
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
規
制
緩
和
・
規
制
改
革
、
情
報
公
開
、
地
方
分
権
に
つ
い
て
与
党
よ
り
も
積
極

的
な
主
張
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
与
野
党
間
で
違
い
が
み
ら
れ
る
選
挙
公
約
が
各
候
補
者
の
選
挙
結
果
と
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
の
か
を
二
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表 9　選挙公約と国会活動の乖離 x2021 年衆院選小選挙区当落：二項ロジット回帰
（全体） Cox-Snell R（ 乗 Ngelkerke R（ 乗

0.（0（ 0.41（

標準誤差 Wld 自由度 有意確率 Exp（）
乖離総計 －0.014 0.01（ 0.84（ 1 0.（（9 0.98（
当選回数 －0.04（ 0.0（（ 0.（87 1 0.407 0.9（（
性別 －0.（（9 0.4（4 0.（4（ 1 0.（（（ 0.79（
大卒 0.7（7 0.714 1.0（（ 1 0.（09 （.070
得票率 （017 0.17（ 0.0（（ （7.44（ 1 0.000 1.188
定数 －7.（09 1.（8（ （4.997 1 0.000 0.000

（与党） Cox-Snell R（ 乗 Ngelkerke R（ 乗
0.（49 0.498

標準誤差 Wld 自由度 有意確率 Exp（）
乖離総計 －0.0（（ 0.04（ 1.9（7 1 0.1（1 0.9（9
当選回数 －0.118 0.079 （.（（8 1 0.1（（ 0.889
性別 －0.78（ 0.700 1.（（1 1 0.（（（ 0.4（7
大卒 1.171 1.190 0.9（8 1 0.（（（ （.（（（
得票率 （017 0.（（4 0.0（8 4（.1（1 1 0.000 1.（89
定数 －10.88（ （.07（ （7.（10 1 0.000 0.000

（野党） Cox-Snell R（ 乗 Ngelkerke R（ 乗
0.1（8 0.（（（

標準誤差 Wld 自由度 有意確率 Exp（）
乖離総計 －0.0（0 0.0（1 0.8（7 1 0.（（0 0.981
当選回数 －0.008 0.078 0.011 1 0.917 0.99（
性別 0.17（ 0.（（9 0.0（9 1 0.79（ 1.188
大卒 0.78（ 0.9（9 0.710 1 0.400 （.188
得票率 （017 0.098 0.0（0 10.7（1 1 0.001 1.10（
定数 －4.7（1 1.718 7.（80 1 0.00（ 0.009
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項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
で
分
析
す
る
と
、
選
挙
公
約
の
予
算
項
目
も
賛
否
項
目
も
小
選
挙
区
選
挙
に
お
け
る
当
選
に
プ
ラ
ス
の
効

果
が
み
ら
れ
ず
、
特
に
与
党
の
候
補
者
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
を
用
い
て
分
析
し
て

み
て
も
、
選
挙
公
約
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
有
権
者
の
投
票
行
動
か
ら
み
て
も
同
様
で
あ
り
、
多
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
結
果
、
与
党
候
補
投

票
に
有
意
な
効
果
が
あ
る
の
は
与
党
支
持
、
内
閣
支
持
、
高
齢
者
、
男
性
、
内
閣
業
績
評
価
、
景
気
将
来
楽
観
で
あ
り
、
争
点
態
度

の
六
項
目
は
日
米
安
保
を
除
い
て
投
票
行
動
に
対
し
て
い
ず
れ
も
有
意
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
を
用
い
て
分
析
し

て
も
、
小
選
挙
区
に
お
け
る
投
票
行
動
に
有
意
な
の
は
支
持
政
党
、
内
閣
支
持
、
政
治
満
足
度
、
内
閣
業
績
評
価
、
景
気
状
態
感
、

景
気
将
来
観
、
景
気
向
上
感
で
あ
り
、
こ
れ
に
原
発
再
稼
働
賛
成
、
憲
法
九
条
自
衛
隊
明
記
賛
成
、
世
帯
収
入
が
続
き
、
争
点
態
度

の
他
の
四
項
目
は
い
ず
れ
も
有
意
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
選
挙
を
通
し
て
争
点
に
対
す
る
有
権
者
の
民
意
が
政
治
家
に
付
託
さ
れ
る

と
い
う
民
意
付
託
機
能
は
限
定
的
に
し
か
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
で
当
選
し
た
衆
議
院
議
員
が
当
選
時
に
有
権
者
に
提
示
し
た
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会

に
お
け
る
予
算
案
や
法
案
に
つ
い
て
の
審
議
と
の
間
に
整
合
性
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
代
議
制
機
能
を
分
析
す
る
と
、
重
回

帰
分
析
で
も
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
で
も
与
党
の
乖
離
が
小
さ
く
野
党
の
乖
離
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
野
党
議
員
の
選
挙
公
約
は
あ
ま
り

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
が
次
回
衆
院
選
に
影
響
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
事
後
評
価
機
能
を
み
る
た
め
に
、
小

選
挙
区
得
票
率
を
従
属
変
数
と
す
る
重
回
帰
分
析
や
小
選
挙
区
で
の
当
落
を
従
属
変
数
と
す
る
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
乖
離
が
有
意
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
選
挙
を
通
し
て
有
権
者
の
民
意
が
政
治
に
反
映
す
る
こ
と
で
「
自
分
達
が
自
分
達
の
こ
と
を
決
定
す
る
」
と
い
う
代
議

制
民
主
主
義
が
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、「
国
会
の
多
数
決
で
決
定
し
て
い
る
か
ら
良
い
で
は
な
い
か
」
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と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
の
与
党
候
補
者
の
獲
得
票
は
有
権
者
一
〇
六
、〇
九
一
、二
二
九
人
の
内
、

落
選
し
た
与
党
候
補
者
の
得
票
を
加
え
て
も
二
七
、三
三
三
、一
七
五
票
（
自
民
党
候
補
二
六
、五
〇
〇
、七
二
二
票
＋
公
明
党
候
補
八
三

二
、四
五
三
票
）
で
二
五
・
七
六
％
と
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
（
比
例
代
表
選
挙
で
は
両
党
合
計
で
二
四
・
〇
六
％
）。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
結
局
、
九
〇
年
代
の
政
治
改
革
で
想
定
さ
れ
て
い
た
小
選
挙
区
制
に
す
れ
ば
政
策
論
争
が
起
き
て
有

権
者
の
意
向
が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
代
議
制
民
主
主
義
の
擬
制
が
実
現
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
小
選
挙
区
で
政
治
家
を

選
ぶ
際
の
多
数
決
と
国
会
で
の
予
算
案
・
法
案
審
議
の
際
の
多
数
決
を
二
回
行
う
こ
と
に
伴
う
「
多
数
決
の
多
数
決
＝
少
数
決
」
と

い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
本
論
文
に
お
け
る
膨
大
な
分
析
を
行
っ
た
目
的
は
、
代
議
制
民
主
主
義
が
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
実
証
的
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
与
野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
と
い
っ
た
従
来
の
外
形
的
な
民
主
主
義
指
標
の
代
わ
り
に
、「
機
能
」

と
い
う
視
点
か
ら
新
た
な
民
主
主
義
指
標
を
創
出
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
選
挙
公
約
研
究
や
投
票
行
動
研
究
、
議
会
研
究
な
ど

個
々
に
行
わ
れ
て
い
た
政
治
過
程
の
計
量
分
析
を
「
代
議
制
民
主
主
義
の
機
能
」
と
い
う
枠
組
み
で
融
合
さ
せ
る
た
め
で
あ
る）11
（

。
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
長
い
経
済
低
迷
か
ら
反
政
府
運
動
が
常
態
化
し
て
政
権
交
代
が
頻
繁
に
起
き
て
い
た
が
、
二
〇
一
八
年
一
二
月

三
〇
日
の
総
選
挙
で
は
与
党
ア
ワ
ミ
連
盟
が
九
割
の
議
席
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
野
党
連
合
に
よ
る
と
同
年
一
一
月
以
降
一
五
〇
名
の

野
党
候
補
者
が
襲
わ
れ
、
数
千
人
の
支
持
者
が
負
傷
し
、
一
二
、〇
〇
〇
名
以
上
が
治
安
当
局
に
令
状
な
し
で
拘
束
さ
れ
た
。
ま
た
最
大

野
党
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
民
族
主
義
党
の
ジ
ア
元
党
首
を
含
む
二
三
名
が
立
候
補
を
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
野
党
連
合
は
政
府
与
党
に
よ
る

選
挙
干
渉
が
行
な
わ
れ
た
と
非
難
し
て
い
る
。

（
11
）　

二
〇
〇
九
年
衆
議
院
議
員
選
挙
小
選
挙
区
選
挙
当
選
者
に
関
す
る
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
に
関
す
る
同
様
の
分
析
に
つ
い

て
は
、
小
林
良
彰
「
日
本
の
代
議
制
民
主
主
義
の
継
続
と
変
化
」、
小
林
良
彰
編
『
代
議
制
民
主
主
義
の
計
量
分
析
』
木
鐸
社
、
二
〇
一

六
年
、Y

oshiaki K
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員
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院
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員
選
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衆
参
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議
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、
な
ら
び
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同
期
間
の
米
国
連
邦
上
下
両
院
議

員
選
挙
と
上
下
両
院
議
会
、
韓
国
国
民
議
会
選
挙
と
同
議
会
を
対
象
と
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分
析
に
つ
い
て
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、
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・
岡
田
陽
介
・
鷲
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任
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・
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應
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。
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（
1（
）　
「
付
託
」
で
は
な
く
「
負
託
」
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
有
権
者
の
民
意
は
政
治
家
が
実
現
す
る
こ
と
を
「
期
待
す
る
」
の
で
は

な
く
「
要
求
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
本
稿
で
は
「
付
託
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
1（
）　

立
候
補
し
た
者
の
う
ち
一
名
が
選
挙
公
報
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
一
名
を
除
い
て
分
析
を
行
な
っ
た
。

（
14
）　Budge, Ian and H

offerbert, Richard I., 1990. “M
andates and Policy O

utputs: U
S Party Platform

s and Federal 
Expenditures,” A

m
erican Political Science R

eview
, 84, pp.111-1 （1.

（
1（
）　

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
「
政
治
関
連
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
構
築
と
拡
充
」（17H

009（9

）（
研
究
代
表
者
・
小
林
良

彰
）
に
よ
り
実
施
し
た
全
国
一
八
歳
以
上
の
有
権
者
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
で
有
効
回
収
三
、〇
〇
〇
。

（
1（
）　

言
及
し
て
い
な
い
を
含
む
。

（
17
）　

賛
否
項
目
の
外
交
姿
勢
と
予
算
項
目
の
外
交
・
貿
易
は
両
者
に
強
い
関
連
が
あ
り
、
両
変
数
の
Ｖ
Ｉ
Ｆ
値
が
高
く
な
る
た
め
、
賛
否

項
目
の
外
交
姿
勢
を
分
析
か
ら
除
外
し
た
。

（
18
）　

数
量
化
理
論
は
従
属
変
数
（
目
的
変
数
）
が
量
的
デ
ー
タ
で
あ
る
点
は
重
回
帰
分
析
と
同
様
で
あ
る
が
、
重
回
帰
分
析
は
独
立
変
数

も
量
的
デ
ー
タ
で
あ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
は
独
立
変
数
（
説
明
変
数
）
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
変
数
で
あ
る

場
合
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
統
計
的
手
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
分
析
に
は
適
し
て
い
る
。

　

な
お
、
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
で
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
サ
ン
プ
ル
数
が
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
行
政
増
額

と
原
発
稼
働
積
極
は
共
に
該
当
サ
ン
プ
ル
が
三
名
し
か
い
な
い
た
め
に
一
般
行
政
と
原
発
稼
働
を
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
の
分
析
か
ら
除
外
す

る
こ
と
に
し
た
。

（
19
）　

二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
で
は
候
補
者
の
八
五
・
八
％
が
大
卒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
歴
を
大
卒
以
上
と
大
卒
未
満
に
二
分

し
て
分
析
に
用
い
た
。

（
（0
）　

数
量
化
理
論
Ⅱ
類
は
従
属
変
数
も
独
立
変
数
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
変
数
で
あ
る
場
合
に
有
効
な
手
法
で
あ
る
。
従
来
、
数
量
化
理
論
は

Stata

やSPSS

の
よ
う
な
統
計
ソ
フ
ト
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
に
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
な
お
か
つ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
も
複
雑
で
あ
る
た
め
に
使
い
こ
な
す
者
が
少
な
く
、
代
わ
り
に
多
項
ロ
ジ
ッ
ト
回
帰
な
ど
で
代
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（
（1
）　

大
卒
以
上
か
大
卒
未
満
か
で
分
類
し
た
。

（
（（
）　

小
選
挙
区
で
の
当
選
か
落
選
か
に
分
類
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
比
例
復
活
し
た
者
も
小
選
挙
区
選
挙
の
結
果
で
は
落
選
に
分
類
さ
れ
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る
。

（
（（
）　

本
稿
の
分
析
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅶ
調
査
実
施
に
よ
る
選
挙
研
究
か
ら
代
議
制
民
主
主
義
研
究
へ
の
展

開
と
デ
ー
タ
公
開
」（（0H

000（（

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。


